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研究成果の概要（和文）：旧ソ連での原子力開発にともなって生じたさまざまな放射能災害につ

いて、現地フィールド調査、関係者面談調査、文献調査、関連コンファレンス参加といった方

法で実態解明に取り組んだ。具体的には、セミパラチンスク核実験場の放射能汚染、チェルノ

ブイリ原発事故による放射能汚染、マヤック原爆コンビナートからの放射能汚染、原子力潜水

艦事故にともなう乗組員被曝といった放射能災害について調査し、その結果を論文にまとめ学

術誌に投稿するとともにホームページに掲載した。 
 
研究成果の概要（英文）：The consequences of radiological disasters that occurred in the 
process developing utilization of nuclear energy in the former Soviet Union were 
investigated by field works in contamination areas, by taking interviews from involved 
persons, by studying archive materials and by participating in related conferences. We 
investigated consequences of nuclear tests in Semipalatinsk, Chernobyl nuclear power 
accident, radioactivity release from Mayak atomic combinat, and radiation exposure of 
nuclear submarine crews. Obtained results were reported in scientific journals and also put 
up in our home page. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者の今中は、1986 年 4 月に旧ソ連・
ウクライナで発生し、原子力発電開発史上最
悪の事故となったチェルノブイリ原発事故
被害の実態解明に取り組み、ウクライナ、ベ
ラルーシ、ロシアの研究者らと共同研究を行

い独自の成果を上げてきた。そうした共同研
究の延長として、原爆開発からはじまる旧ソ
連時代において発生したさまざまな放射能
災害の解明に取り組むことにした。 
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２．研究の目的 
旧ソ連の原子力開発で発生した放射能災害
にともなう被害の実態を、原子力工学（研究
代表者・今中）、社会学（連携研究者・川野）、
ジャーナリスト（研究協力者・七澤）といっ
た多様な視点から明らかにし、日本における
原子力開発の是非を考えるための材料とし
て、得られた知見一般の人々に提供する。 
 
３．研究の方法 
(1)フィールド調査：セミパラチンスク核実
験場周辺での土壌を採取し、実験場周辺にお
いて残存している放射性セシウムやプルト
ニウムといった放射能を測定し、その濃度を
基に核実験当時の汚染レベルを再現して空
間放射線量の評価を行う。 
 
(2)聞きとり調査：チェルノブイリ事故によ
って避難・移住を余儀なくされた被災者に面
談し、事故前、事故当時、現在の生活状況に
ついて聞きとりを行い、チェルノブイリ事故
がもたらした社会的破壊の様相について分
析する。また、事故当時のチェルノブイリ原
発運転員らに面談し、事故の経過についての
情報を収集する。 
 
(3)アーカイブ・文献調査：旧ソ連時代に起
きた放射能災害について、古文書館やロシア
語文献資料を調査し、マヤック原爆コンビナ
ートからの放射能汚染やソ連原潜での放射
線被曝についての報告をまとめる。 
 
４．研究成果 
(1)セミパラチンスク核実験場周辺村落周辺
に残存する土壌中の放射性セシウムとプル
トニウムの濃度を測定し、それらのデータを
基に核実験当時の放射能汚染状況を推定し
た。図１は、ソ連最初の原爆実験による放射
能雲によって大きな汚染を受けたことで知
られるドロン村についての空間放射線量率
の変化である。 

図１．ドロン村の空間線量率変化 
 

 
(2)チェルノブイリ原発周辺では、事故から
25 年たった現在も原発周辺約 3,700 平方 km
が立入禁止となっており“ゾーン”と呼ばれ
ている（図２）。 

図２．チェルノブイリ原発周辺立ち入り禁止
ゾーン 

 
事故直後にゾーンから避難し、現在はキエフ
市に居住している人々10人から、事故前、事
故当時、現在の状況についてそれぞれ２時間
程度の面談聞きとりを行った。聞きとりした
体験を日本語訳としてまとめるとともに、内
容について社会学的な観点から現在分析を
行っている。 
 
(3)研究協力者であるティーヒー（ウクライ
ナ）はウクライナ原子力産業の歴史について、
マリコ（ベラルーシ）は旧ソ連での原子力事
故の歴史について、カルパン（ウクライナ）
はチェルノブイリ原発で働いていた技術者
としての事故体験について、スカレツキー
（ウクライナ）は旧ソ連原潜事故での放射線
被曝事故についてのレポートを作成した。 
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〔その他〕 
ホームページ等 
原子力安全研究グループのホームページ
（http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/NSRG/）に、
下記のような本研究逐次レポートを掲載し
ている。 

－ Skaletsky Yu. "Doses of emergency 
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http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/NSRG/en/Sk
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